
Miloslav Druckmuller 氏のWebページ

「星ナビ」2008年6月号表紙（上）と、
Druckmuller氏らの、2006年3月29日の日食画像

「星ナビ」2009年10月号表紙（上）と
Druckmuller氏らの、2009年7月22日の日食画像

■アストロアーツWebニュース「星ナビ2008年6月号の表紙画像、および2009年10月号の表紙画像について」
http://www.astroarts.co.jp/news/2009/09/28hoshinavi_cover/　に関連リンク先URLを掲載しています。

　今さら確認するようなことではありま

せんが、「星ナビ」は、投稿してくださ

る読者の皆さんや、記事を書いてくださ

る著者の皆さんとの信頼関係の上に成り

立っています。編集部が、多くの読者の

意見や要望を容れながら著者の皆さんに

原稿をお願いし、それを毎月「星ナビ」

という雑誌のパッケージにまとめて読者

の皆さんにお届けしているわけです。読

者のみなさんからの投稿文を読んだり、

掲載する天体写真を選考する時において

も、投稿文に不実が含まれていないこと

や、天体写真の撮影データに虚偽が無い

ことを前提に編集をしています。

　ところが、こういった信頼関係を根本

から覆すような指摘が相次いで編集部に

寄せられました。先月の「星ナビ」10月

号の表紙画像が、盗用されたものではな

いかというのです。

　10月号の表紙画像は、沖縄県の宮城隆

史氏から提供されたもので「2009年7月

22日に、中国の杭州および鹿児島県喜界

島で撮影した多数の画像を素材として作

成した」という趣旨の説明文を同号の目

次ページに記載しました。宮城氏自身は

天候に恵まれなかったものの、宮城氏の

協力者2名が、幸運にも雲間を突いて比

較的クリアな条件で撮影に成功し、その

画像素材を使って各種の画像処理を施し

たということでした。

浮上したふたつの疑問点

　この画像に関する第1の疑問点は、コ

ロナ画像の中に認められる恒星と太陽と

の相対的な位置が、中国の杭州および鹿

児島県喜界島で撮影された場合のそれと

大きく異なるということでした。太陽の

天球上の位置は、地球の公転によって天

の黄道上を1日におおよそ1度の速さで移

動しています。つまり、日食の観測地が

大きく異なり、皆既を迎える時刻も大き

く異なるならば、太陽はその間に黄道上

を移動し、天球上の位置、つまり恒星と

の相対的な位置が違ってきます。

　皆既日食時における太陽の天球上の位

置は、天文シミュレーションソフトを用

いることで調べることが可能です。編集

部でこの点を独自に検証したところ、中

国の杭州および喜界島で撮影された場合

と、恒星の位置に約5分角の差異があり

ました。恒星の位置は、太平洋上のマー

シャル諸島付近で撮影されたことを示唆

するものでした。

　第2の疑問点は、この10月号表紙画像

のコロナの描写が、チェコ共和国ブルノ

工業大学機械工学部数学研究所の

Miloslav Druckmul ler氏がWebページで

公開している画像のそれと酷似している

ということでした。

　編集部では、Druckmu l ler氏らのコロ

ナ画像と、宮城氏のコロナ画像を画像処

理ソフト上で重ねて検証してみました。

その結果、完全に一致しない箇所が部分

的に見られるものの、コロナの流線構造

や恒星の位置が、偶然ではありえないほ

どの整合性があることを確認しました。

　コロナは、同様の光学系を用いて、同

じ場所から同じように撮影すれば同じよ

うな描写となります。しかし、画像処理

を加えた後の描写はそうはなりません。

たとえ同じ撮影元データから画像処理を

進めたとしても、画像処理の流儀や作者

の作画に対する考えの違いによって、調

子の異なるコロナ画像となります。まし

てや、天候や撮影機材・露出条件などが

違えばなおさらです。

　さらに決定的だったのはDruckmu l ler

氏らのコロナ画像の撮影地が、マーシャ

ル諸島のエニウェトク環礁だったことで

す。第1の疑問点と、第2の疑問点がここ

でつながったわけです。

矛盾する宮城氏の証言

　以上のような検証を踏まえ、画像の提

供者である宮城隆史氏に「中国の杭州、

および、喜界島で撮影したというコロナ

画像の恒星の位置が、マーシャル諸島の

それと一致するのはなぜか？」と問うと

ともに、「どのような画像処理を施した

のかを、撮影元素材一式と画像処理の中

間過程を示して説明してほしい」と連絡

しました。それと同時に、Druckmul ler

氏に、この経緯を報告し「私たちは、宮

城隆史氏の回答を待って、この疑惑の真

偽を判断しようとしている」との旨を伝

えました。

　宮城氏からの返答は「撮影地は中国の

杭州と喜界島ではなく、喜界島とマー

シャル諸島だった」「チェコの人（＝

Druckmuller氏）の画像を参照しながら、

画像処理した」という趣旨のものでした。

　ここまでの経緯は、9月18日公開のア

ストロアーツWebニュースで概要を報告

するとともに、「星ナビ編集部では、こ

の件について、引き続き宮城氏に説明を

求めている」としました。

　その後も、編集部からの問い合わせに

対する宮城氏の返答は二転三転し、説明

にも矛盾点が増えていきます。そこで、

「状況証拠をもって、編集部の責任にお

いて判断する」旨を伝えたところ、9月25

日になって、宮城氏から「一連の不正を

認め、謝罪したい」という意を得ました。

繰り返された不正行為

　宮城氏によると、「星ナビ」2009年

10月号の表紙画像は、Druckmuller氏が

Webページで公開している画像を無断で

複製加工し、撮影データとコメントを

偽って発表したものだということでした。 

　また、2008年6月号の表紙画像も、

Druckmul ler氏がWebページで公開して

いる画像と酷似していることを見出し、

この点でも事情説明を求めました。宮城

氏によると、この号の表紙画像に関して

も、Druckmul ler氏のWebページから無

断で複製加工し、リビアで撮影（オリジ

ナルはトルコ）したとコメントを偽って

発表したものだということでした。なお、

2008年6月号表紙画像は、当社が編集・

発行したムック「皆既日食2009」の2～

3ページにも掲載しています。

　宮城氏からの謝罪文は9月28日に届き

ました。編集部では、宮城氏の謝罪文を

Druckmu l ler氏へ報告するとともに、宮

城氏が不正に複製加工した画像を掲載し

たことを謝罪しました。また、宮城氏は

「星ナビ」読者に対しても謝意を表して

いることから、ここにその全文を掲載い

たします。

《星ナビ日食画像についての謝罪》

Miloslav Druckmuller様
「星ナビ」読者の皆様
アストロアーツ星ナビ編集部
および 関係者の皆様

　天文雑誌「星ナビ」2008年6月号、お

よび2009年10月号の表紙に掲載された皆

既日食画像は、チェコのM i l o s l a v 

Druckmuller氏がWebページで公開され

ている画像を複製加工し、私の協力者が

撮影した画像を合成するなどの不正な加

工を施したものでした。

　2008年6月号表紙画像は、複製加工し

た日食画像の色調やコントラストを調整

し、角度を変えてトリミング、手書き補

正加工などをしたものです。2009年10月

号表紙画像も同様に複製加工した上で、

私の協力者が喜界島で撮影した最内側の

コロナやプロミネンス画像を重ね、画像

周辺部のコロナの描写を手書きにて修正

加工したものです。

　いずれの画像もDruckmuller氏の日食

画像を無断で使用し、合成や手書き補正

など改変を加えた上で、撮影データを偽

装し、私の名前で（2009年10月号表紙は

撮影協力者の名とともに）発表しました。

　私は、これらの不正行為を認め、

Druckmuller氏 および、「星ナビ」読者

の皆様、アストロアーツ星ナビ編集部 お

よび関係者の皆様に多大なるご迷惑をお

かけ致しましたことと、非常に不快な思

いをさせたことを深くお詫びいたします。

　私は、これらのことを深く反省すると

ともに、二度と他の方の著作権を侵害す

るような表現行為をしないことを誓いま

す。自ら（協力者も含む）撮影した画像

素材を使い、コラージュ合成、イメージ

合成などを施した場合も、その加工過程

を明確に説明文に記すことを誓います。

2009年9月28日 宮城隆史

　「星ナビ」編集部としても、不正に複

製加工された画像と虚偽の撮影データを

掲載したことを、読者の皆さんにお詫び

いたします。なお、この問題を受けて、

今月号から「星ナビギャラリー」の作品

募集要項に、「応募作品の著作者の確認

のために、ネガ・ポジ原板やRAWデータ

などオリジナルデータの提出を求める場

合がある」「撮影データに重大な誤りが

あったときは、掲載を取り消す場合があ

る」という2項目を加えました。また、

今後の誌面において、この表紙問題が図

らずとも提起することになった「デジタ

ル時代の天体写真のオリジナリティをど

こに求めるべきか」を模索し続けます。

星ナビ編集人：川口雅也＋編集部スタッフ一同

星ナビ10月号
表紙疑惑を検証する

●「星ナビ」2009年11月号86～87ページに掲載


